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・現在の物品等を有効に活用していきます。新たな備品等の

購入は、複数の商品候補から、もっとも利用者支援に有効

なものを選定していきます。 

・日用品費等の支出においては、事業所内での執行管理を徹

底していきます。 

・電気、水道、ガス等の光熱費の節約に努めていきます。 

・職員の健康の維持・増進のため、超過勤務とならないよう

各事業所の事業内容・方法等の見直しを図っていきます。 
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2018年度から収益赤字が続いていた法人の経営状況は、コロナ禍の収束等

もあり、昨年度においては回復傾向にあります。皆様の各事業所へのご支援 

ご協力を心より感謝いたします。 

法人の新たな組織体制もスタートしました。新たな組織体制のもとで、法人

収益の回復を確かなものにしていく年にしたいと考えています。その実現のた

めにも以下の３点に重点を置いて、予算を編成し、執行していきます。 

 

 

 

 

 

 

また、予算の執行については、以下の点について努力をしてまいります。 

 

 

 

 

2024 年 5 月１日 

 理事長 中西 郁 

2024 年度 

 

・法人職員体制を強固とするため、職員確保の支出を最優先とする。 

・職員の支援力アップなど資質向上に向けた研修費の支出を優先する。 

・支出は必要最低限のものに限り、各事業所の経営の安定化を図る。 

・地域との交流、災害時に障がい児者を支援できる活動に支出する。 


